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1．は じめ に

　英語 を実務的な言語 と して認 識 し、英語 の 学習 に新た な関心 を持 ち始め る学 生 が 増えて

い る 。 そ の 理 由の
一
つ にイ ン ターネ ッ トや E メ

ー
ル の 普及が あ る。学生はそれ ら を使 っ て

海外 と直接 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を取 り、その 過程で 今ま で 抽象的な観念で し か 捉 身 る こ と

の なか っ た外国 を実感 し、同時 に英語が 生 きた言語で ある と の 認識 も持 つ よ うに な っ て き

た。 手ごろな価格 で海外旅 行が で きる こ とも、も う
一

っ の 理 由 として指摘 した い
。 学生 は

海外 へ 出て 、英語 を聞き話す能 力 の 重要性 を痛感 し て 帰 っ て くる。 こ の よ うに情報化 、国

際化が身近に進む中、英語の 教育方法 は厳 し く試 され る時代 にな っ て い る。

2 ．研 究の 目的

　 通訳は
一

つ の 言語で 表暁 され た こ とを別 の 言語 に言 い 直す行 為で あ り、
一一
見 単純に 受 け

止 め られ が ちで あ る。 しか しそ の ー 程 は幾段 階もあ り、集 中力、技術 力を必 要 とす る 。 ま

ず音声 をある
一
定の ま とま りを持 つ 表現 と し て 捉 え、内容 を IE確 に理 解 した うえ で 、別 の

言語 に翻訳 し、音声で 産出する の で あるが 、話 し手が話 す量は 、短文が
一

つ と い うこ とは

め っ たに な い 。複数の 文を通訳 は聞き、記憶 し 、 その 順番 どお り に 別 の 言語 に産出す る の

が通訳 の 仕事 で あ る。 こ の 1［程 は通訳特有 の もの とみ なされ が ちで あるが 、外 国 語 の 習 得

が 不完全な話 者がそ の 外国語 を使 う場 合、脳 内の 工程 は通訳 が行 う脳 内処理 とよ く似て い

る 。 本研 究は こ の 点に 注 日 し、英語 の 総合 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能力開発 に 通訳訓練法を取

り入れ 、そ の 効果を考察 して み た い
。

3 ．研 究 の 仮 説

　　1 ． 通訳 訓練の
一

つ で あ るプ ロ ソデ ィ
ー （韻律）、シ ャ ド

ー
イ ン グを繰 り返す こ とに よ

　　　　り、英語特有の リズ ム 、イ ン トネ
ー

シ ョ ン
、 発音 に慣れ 、 英語 の 聴解力、読解 力

　　　 が向 ｝1 し、音声産出を行 う こ とに も慣れ る。

　　2 ． シ ャ ド
ーイ ン グ の 訓 練 に よ り、先読み 、論理 の 方向性 を速やか に把握 で き る よ う

　　　 に な り、読解力、聴解 力が 向 ヒす る。また 葺声で行 うため 、紙に 書い て 視覚で 覚

　　　 え る場合 とは異な る記憶方法 の 習得が可能 となる。

　　3 ， 単語の 連続 訳を行 うこ とに よ り、単語の 意味把握 と記憶 力、語彙の 増加が可能に
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　　な り、 表現力が向上す る。

4 ． 英文 、 日本 文の サイ トトラ ン ス レ
ー

シ ョ ン は、語句 をま とま っ た意味で 捉え る訓

　　練 とな り、文 章理解が容 易 とな り 、 読む 速度 も上が る。
5 ． 英文の デ ィ クテ

ー
シ ョ ン は 、音声認識 と意味把握、文章構造習得の 訓練とな り、

　　読解力、聴解力 が向上する 。

6．　H本語か ら英語へ の 転換を即時に行 う訓練を行 うこ とに よ り、英語表現力が向上

　 す る。

7 ． プ ロ ソディ
ー

やシ ャ ドー
イ ン グな どの 音声表現訓練、デ ィ クテ

ー
シ ョ ンやサ イ ト

　　
ト フ ン ス レー

シ ョ ン は学習者が積極的に 関わ る こ とが 要求 され る学習法で あ り、

　授業態度 を受 動的なもの か ら能動的に変 える こ とが 可能 で あ り、その 分学生 の 練

　 習量が増え 、英語力強化に つ なが る。

4 ．研 究方法

　　1． 教科書 「DevelOPihg　Jntθrpreting 　Ski？ls　for　Communieation と付属テ ープ」

　　　　偕 川治恵・RG ・P・t甑 筆猷 著．・ 999 年 蔭 堂）を使い
、 実嚇 1練を

　　　　中心に授業を行 う。対象は本学 2 年次の 総合英語表現法ク ラ ス 35名

　　2・ 学期始め と終わ りに 習熟度テ ス トを、 リス ニ ン グ、文法 語魚 リーデ ィ ン グで

　　　　行 い
、 結果の 比較を行 う。

　　
3． ア ン ケー ト調査 も行 い 、各訓練の 難易度を学期始め と終 わ りに 見 る。

　　4． 対象群は同年次同科 目受 講者 35 名で
、 通訳 訓練 は受 けない 。

5 ．考察 と結論

　通訳 技術 の 訓練 を授業に取 り入 れた結 果 、 研究の 仮説全項 目にお い て 統計的な有意差が

生 じた。個々 の 学生に 関して は有意差が見 られ なか っ た学生もあ る が 、欠席や宿題を忘れ
るな ど実技訓練を怠 っ た学生で あ り、そ の効果が 薄れ た と考える 。 対象群 との 比較におい

て も、語 彙、文法 にお い て 被験者グル
ー

プ は よ り大 きな改 善が見 られ た 。

　通訳 訓練 は 、 音を聞き、理 解 し、脳 内で英語 または 日本語 に 転換 し、それ を適切な音声
で 産出す る とい う飆 の 異なる行為を同時に行 う訓練で ある ． 英語 教育を主 に如 の 翻訳
で 受けて きた学生は・始 めは難 し憾 じる学習法で は あ るが 、 腑 しい 学習法で あ る こ と、
テ

ー
プ で 臼分の 英語 を聞 き、発 音 、イ ン トネー

シ ョ ン等 の チ ェ ッ ク が出来 、学習効果が 比

較的容易に 自己診 断で きるこ となどに よ り、学生に 対 して学習の 動機付けが 可能 とな っ た
と考察す る ，

　
「読み書き」 も含嫉 語 に よる縋 ・ ミュ ニ ケー

シ ・ ン 能力 は 漢 語 の みで 理解 し、考
え、応答する こ とが最終 目標で あ る。 従っ て 、 日本語が介在する通訳 訓練方法は 、 通訳 に

関心が 薄い 学生 には 、 長 くとも 1 年間で f分 で あ り、そ れ 以後は英語中心 の 学 習が望 ま し
い 。
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